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東京技術士会便 り

皆様、いかがお過ごしでしょうか。東京

技術士会は会報第 3号を発行いたします。

本号の巻頭言では新型コロナ終息後の

世界を見据えた提言を行いました。

次に技術論文として IoTを活用した
中小企業の製造現場の効率化を紹介しま

した。loTは人手不足を技術により補う
ことができるものです。新しい技術でムリ

ムラの排除を図り、企業の業績向上を図る

ことが期待されています。

一般記事には企業経営に大きな可能性

を開くAI活用を取り上げました。最新の
AIを活用した経営戦略の考え方を紹介
しました。

最後に技術解説として ISOの最近の
動向を紹介しました。企業のマネジメント

システムの一環として、統合型の ISOシ
ステムが提案されております。

いずれの記事も読者の参考になるもの

と考えております。

東京技術士会は今後も活躍する技術士

集団を標榜し、皆様のお役に立ってまいり

ます。

広報委員会 委員長

副委員長

奥田孝之

片上裕紀

=
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COVID-19の 災難 とその後の東京技術士会

会長 二宮 孝夫
Ninomiya  Takao

令和 2年度の幕開けは、COⅥ D‐ 19(新

型コロナウイルス)の拡散を抑える為に
「緊急事態宣言」が4月 7日 に政府により

7都府県に発出され、その後全国に拡大さ

れました。これにより、営業休止業種、企

業社員の出勤自粛、3密の排除等が行政か

ら求められている中で、対策としてのテレ

ワークによる在宅勤務が急速に広がって

います。一方で現場集約作業が必定の建設

現場においても、大手建設会社が工事の中

断を発表する事態となっています。中小製

造業業やサービス業に及ぼす影響は当に

死活問題であろうと推察されます。国。自

治体は業務停止要請に対する補償を宣言

し始めていますが、その効果の実態はもう

少し先にならねば判明せず、不安な日々と

メディアも報じています (本稿配布時には

平常に戻っている事を期待していますが)。

さてCOVID‐ 19は新しいウイルスであり、

勿論原稿執筆時点ではワクチンも治療薬

もありません。元発生場所、発生原因、伝

染システムについては明確な発表は無く、

拡散防上方法などは全く手探りの状態で

す。これらは一定の時間を経て研究・分析

されて感染者の抑え込みと治療がなされ

るでしょうが、それまでに世界中の社会・

経済が払う代償は膨大なものになるでし

よう。子孫達が同じ苦難に合わないことを

祈りたいところですが、先日マイクロソフ

ト創業者のビル・ゲイツ氏は「このような

二宮 孝夫

(にのみやたかお )
~宮
技術士事務所

資格 :技術士(経営工学)
―般社団法人

東京技術 1:会 会長

道の細菌は今後 20年周期で起きる可能性

がある」と話しています。

今、私共一般社団法人東京技術士会が考

え、行動を起 こさねばならない事は

「COVID‐19後にどのような社会貢献が

できるか」だと考えています。

それではこの災難後にどのような社会が

くるのか、どのような施策が取られるのか

などは、小職の頭からは中々分かりません

が、少なくとも政府 。自治体による緊急事

態宣言・外出自粛要請により多大な経済的

損失を被った中小企業やサービス業には、

業務再建を可能とする無償・有償の経済的

支援がなされると推察しています。一方で

著名アナリストである馬淵磨理子氏は、日

本は他国に比して優れた「地方自治・国民

性 。医療制度」を有 してお り、今回の

COⅥ D‐ 19後は一丸となって回復に邁進

す るであろ う、 と言 われ ています

(President Online,2020/4/27)。 果たして

我が国は、世界が目を見張るような施策と

社会の奮闘で V字回復を達成するのでし
ょうか。

何れにしても東京技術士会は、先ずは

COⅥ D。 19の収束に向けて社会に協力し、

終息後の中小企業の方々や社会の経済的

回復に向けて、技術士としての持てる力で

ご提案できる事柄をまとめ、或は皆様方の

現場の声を聞きながら一緒に考えさせて

戴く事と考えております。
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IoTに よる企業の経営力向上

いとう としひこ

伊藤 俊彦

伊藤技術士事務所代表

技術士(電気電子 )

連絡先 :

080-6869-9236

toshihiko.itoOtcipo.c

伊藤 俊彦

Ito Toshihiko

(要旨)IoTは企業が持続的な生産改善や利益を生む経営を行うための道具であり、情報・通信技術の革
新と低価格化で幅広く活用されつつある。東京技術士会 loTグループでは、会員の経験や技術専門性と

IoT活用で中小企業の課題把握と改善策を提案し、経営・生産性向上等への貢献を目指している。

1.は じめに
loTツール導入の視点

IoT(Internet of Things)は 機器同士が繋が

ることで機能や情報が様々に活用される言葉で

ある。日本でも大規模システムでは故障検知や運

転状況把握など長年行われてきたが、小規模シス

テムや中小企業ではコス ト・複雑なシステム・人

財等の問題で未だ創世記である。一方、ディジタ

ル技術の発展と普及がセンサー価格低 ドや通

信・計算機の性能向上をもたらし、一般的な機器

にも実装されつつある。今後、多様なサービスが

広がり活用拡大に拍車がかかると見られている。

2.IoTは企業が儲ける為の道具

IoTは企業が経営改善や生産性・品質を向 Lさ

せ持続して利益をあげていくための道具であり、

この十数年の情報技術革新と普及により、①セン

サーの種類拡大と低価格化、②通信の多様化・高

速化、③制御装置の簡単化、④クラウドでの利便

性向上、⑤多様なサービスと低価格モデルの出現、

など大きな変化を遂げた。

企業は技術者や開発者を抱えることなく低コス

トで簡単に運用を始めることが出来るようになっ

た。それによりIoTツールヘの期待が広がりつつあ

るが、導入前にloTで実現したい日的や事業環境な

どに応じ図 1に示す検討が必要である。

IoT活用への潜在ニーズは企業の経営課題や業種

によつて、①売 11の拡大、コスト低減、リスク回避、

②作業者負担軽減・運用支援・ヒヤリハット削減 。

自動化、③変動に強い生産システム、④問題発生把
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図 1.IoTツ ール導入のポイント

握、⑤社内外の情報連携、⑥バラつき平準化、無駄

排除、 5S実践、など多種多様である。

これらを推進するためには、まずは以下の課題把

握と「見える化」が必要になる。

(1)日 標とその状況及び差異・異常の発生

(2)原因掘り下げ、改善に必要な情報

(3)問題への対応策・推進状況や評価

その上で日標との乖離や現場の解消すべきこ

とを明確にし、対応策検討や IoTを活用した改善

の具現化、さらに持続的な改善・改革をする手法

が効果的である。

3。 東京技術士会 IoTグループ活動

会員の生産改善経験や技術専門性を生かして

図 2に示すように IoTを活用して企業の生産性

向上やリスク低減などへの貢献をめざしている。

(1)中 小企業顧客の課題把握と対策明確化か

らスモールスター ト、スピーデイー、ミニマ

ムコス トで最適な対応策を提案

(2)IoT活用やサービスの導入支援を連携先や

パー トナーと協力し実施
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(3)企業が自律的にP∝Aを回し継続的改善を

推進する為の教育及びスキルアップセミナ

ー等の企画

Chock Do

蓄積映像データはチョコ停原因の究明、製品不

具合や工程異常検出、遠隔での作業確認や指導、

ヒヤリハット発見含めた安全対策、無駄の排除、

工程記録での信頼性実証、分析・検索・予測計画

へも活用できる。さらに生産状況データや AIを

利用した分析等とも連携し、チョコ停の原因究明、

製品不具合や工程異常検出、遠隔での作業確認や

指導、ヒヤリハット排除や安全対策、無駄削減、

工程記録での信頼性実証や検索・予測計画、設備

制御など利用領域を広げることも可能である。

本サービスは既に海外 リモー トエ場や国内製

造業の技術伝承、作業者のバラツキ改善、組立取

付け不具合減少や実際原価計算などに適用され

て効果を上げている。
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図2.I重_盤入。活用による政萱P∝A

IoTに よる経営や生産効率の向上は、IT技術だ

けでなく生産や運用の知見も必要になる。東京技

術士会には多様な分野で様々な経験をもった専

門家が在籍し、さらに会員の外部ネットワークも

活用することで最適な提案を行うことが出来る。

4.パートナー連携での IoT活用

経営・生産性改善では課題検討や対応策実現の

中で最適な IoTツールやサービスの活用提案も

行う。事例としてパー トナーの (株 )日 立ハイテ

クの「映像による見える化サービス」を紹介する。

Raspberry Pi、 Webカ メラとWi―Fiを活用した

クラウドサービスで、映像データを活用し生産現

場の課題を「見える化」することで改善策提案や

IoTツ ールやシステムの検討提案が可能となる。

企業の課題や生産方式に対応 した最適な IoT

やサービスを提案するため、技術動向を注視し、

多様なパー トナーとの連携を推進していく。

5。 まとめ

loTを活用した生産性向上やリスク低減・AI

データ分析など様々な取組みが大企業から中小

企業へと広がり持続的な経営の未来を拓くこと

が期待されている。IoTは企業が儲ける為の道具

だが、まず業務課題を明確にして解決策を練り適

正な活用が肝要である。東京技術士会 IoTグルー

プは多様なパー トナーと連携し loTに よる企業

の経営力向上に貢献することを目指している。
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AI時代の経営戦略について
小佐 l予 |lf男

0、 a1101(1li 0

1 はじめに
AI(人 工知能 :Artificial lntelligence)

を利用 して事業目標を達成 している事業者が

増えている。ここでは AIの概要を述べ、AIの

利用で経営の何が変わるのか、事業に AIを活

用できるところがあるのか、AIの活用事例を

紹介して、経営戦略の策定にどのように役立つ

か等について紹介する。

2 AIつ てなに
2.l AIの 概要
AIは人間のもつ知能をコンピュータ (マ シ

ン)で実現させようとする技術である。AIは

マシンであるから、情報をディジタル数字とし

て認識し、それらを計算してモデルを作り処理

する。例えば、ある人物画像が男性か女性かを

AIが判断するときには、点 (ド ット)のかた

まりとしての画像をディジタル数字として計

算し、判断を行 う。AIの判断結果だけを見れ

ば人間のように “考えている''よ うに見える。

2.2 Alの 技術
AIは幅広い意味をもつ技術用語で、その中

に「機械学習」、「ディープラーニング (深層学

習)」 等がある。「機械学習」は学習により、特

定の仕事をする機能である。学習にあたつては、

人間が目のつけどころ (特徴)を定義する。「デ

ィープラーニング」は、人間の脳の神経細胞 (ニ

ューロン)を模した学習法で、マンンが特徴を

自分で学び定義するため、人間が予めその特徴

を定義する必要はない。

(1)機械学習
機械学習では、マシンがデータを多数回繰り

:書磋[::[fttL理
osanoOcoral ocn ne.jp

返し学習し、データに潜むパターンや特性を見

つけ出す。よいモデルと多数回の機械学習によ

り、データ分析の精度が向上していく。精度の

向上に応じて良い選択をすることが可能とな

る。機械学習の学習方法には 3種類 (教師あり

学習、教師なし学習、強化学習)がある。

(2)ディープラーニング
ディープラーニングは、人間の脳の神経細胞

(ニューロン)を模した学習法で、マシンが特

徴を自分で定義できるから、人間が予め定義す

る必要はない。ディープラーニングの機能とし

ては、画像認識、行動認識、物体認識、音声認

識等がある。たとえば「赤鬼」と「青鬼」の写

真を複数与えると、マシンが日のつけ所は色で

あることをマンン自身で発見して処理する。

AI技術の種類

2.3 Alで 何が変わる?
「ディープラーニング」は画像認識や音声認

識等機能での応用が進められている。「画像認

識」は車の自動運転機能のレベルを向上させる。

また、医療用画像から疾病等の診断支援として

の利用が進んでいる。社会全体で情報が激増し

ビッグデータ化していく。AIは このビッグデ

ータを活用して、精度を向上させることができ

る。ものづくり、移動 (運輸)、 インフラ(建設)、

農業、健康・医療・介護、防犯・防災、エネル

ギー (電カガス等)、 学習 (教育)、 金融、物流

(要旨)AI時代の経営戦略策定にあたって必要な情報 (AIの技術、何が変わるのか、AIの利用例等)を
紹介する。AIは万能ではないが、人間の判断力を支援するツールとして利用することが重要である。

¨
Ｄ

ディープ
ラーニング

機械学習

AI
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などの多様な産業において AIの活用が進んで

いる。また学習済みモデル等の公開も進展する

'可
能性がある。モデル公開が進めば、様々な企

業がアクセスできるようになり、AIが利用可

能になっていく。さらには AIの利用が普及し、

社会の競争構造が大きく変わる可能性がある。

3.AI時代の経営戦略
Alに強い経営者は「AI技術そのものの先端

性とビジネス上の儲けの間には、ほとんど相関

はないと語る。経営には、ビジネスセンスが重

要である。世の中に存在する様々な技術から必

要十分な情報を選ぶ選択力、技術を活用してビ

ジネス化する応用力、複合的開発力が必要であ

る。AIは 「人工知能」と言ってもしょせんは

道具である。ディープラーニングが流行してい

るが、それを不得意な分野に使おうとするなら

ナンセンスである。やはり、AIを道具に使っ

て「経営」できなくては、稼ぐ力にはならない」

と語る(富山、野村)。 ここで AIと 経営戦略の

関係について、Q&A形式で示す。

Ql:経営戦略を AIで導き出せるか '
Al:経営戦略の立案は経営者が行 うしかない。

しかしAlによるビッグデータ解析の結果を活

用すると、より精緻な経営戦略を描けるように

なる。将来、AIが利益を最大化する経営戦略

をはじき出せるような技術開発がされるかも

しれない。しかしそうなっても基本的に経営者

が行うべきことは変わらない。

Q2:経営戦略の立案や実施に AIを活用するに

あたって経営者は何をすれば良いか '
A2:経営者は仮説を立てて、経営戦略をモデル

化する必要がある。経営戦略の立案に役立つ基

礎データを認識・収集し、さらには経営戦略の

リスク分析などをしなければならない。

4.AIの利用例
4.l AIの 利用傾向と評価
「Al自 書 2020」 では約 7000件のアンケー ト調

査が実施されている。AI導入事業者に対する

AI導入の効果に関する評価は下図の通りであ

る。導入事業者の評価は高い。

Al導入の効果
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4.2 AIを 活かしたソリューション例
【マーケティング】:AIを使って市場のデータ

を分析し、ユーザーのニーズを把握した上で、

その後の行動把握まで自動化できるようにな

れば業務効率化とマーケティングの精度向上

に繋がる。

【経理】:経理担当者が少ない人数で全てのお

金の出入金を管理するのは大変である。解決策

としてAI自 動仕分けを使うと、経理担当者は

伝票の入力や仕分け作業の必要が無くなる。

【不良品検知】:AIを利用して自動で不良品を

検知・除去し、省人化を実現する。

5。 まとめ

AIは過去のデータをもとに人知をしのぐ予見

や分析をすることができる。 しかし、AIはあ
くまでも人間の仕事をアシス トする役割に留

まる。AIは万能ではないが、人間の判断力を

支援するツールとして使えば、事業等を活性化

する力になると考える。

(参考文献 )

①  「AI自書 2020」 (独)情報処理推進機構
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品質マネジメントシステム構築の意義

志澤 達司
SIII ZA‖ A TatsuJi

l.ISOマ ネジメン トシステムについて

1.1マネジメントシステム規格

組織は人の集団で成り立っている。その集団を引

っ張っていく上で、組織の中1こ 「マネジメントンス

テム」と言われる仕組みが存在すれば、効果的かつ

効率的な経営が可能になる。また組織が水続性を目

指すためにはマネジメントシステムの標準化 (規格

化)が必要となる。

マネジメントシステム規格を大別すると、0顧客

満足を追求する IS0 9001と 、②リスク対応 (情報セ

キュリティ対応 (lS0 27001)、 環境汚染対策 (lS0

14001)、 食品事故対応 (lS0 22000)、 労働安全対応

(lS0 45001)等 )の 2つに分けられる.

1.2品質マネジメントシステム (QMS)

QMSのプロセスは次の通りである。①経営者は、

自社の置かれた状況をしっかりと認識し、自社の将

来像を描き、率先垂範して社内に発信する。②各部

署では経営方針を踏まえて、細かい方針を立てる。

策定した方針を踏まえて実際の日標設定を行い、そ

の目標達成に向けて日々の活動を行う。③経営者は

活動を行うための経営資源 (人材、設備機器類や職

場環境、資金)を用意する。④「経営資源」を上手

に活用し自社ならではの魅力ある製品・サービスの

製造・提供を行う。⑤確認・評価を内部監査、マネ

ジメントレビューなどの手法で行う。⑥常に改善を

意識して、不具合を発見した場合は、応急処置を行

うだけでなく、二度と同じ不具合が発生しないよう

に再発防止の対処策を検討・実施する。⑦効果の確

認、評価の結果を次の方針や日標に活かして継続的

改善のサイクルを回していく。これらをシステマチ
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ックに行 ,こ とが QMSである。 このことにより、顧

客満足を得て、永続できる組織になる。

2.OMS構 築の意義

1.2で述べたことは、会社経営にとって当たり前

のことと考える。 しかしながら当たり前のことを

粛々と実行することは難しいことである。また当た

り前のことが実施されていることをレビューするた

めにチェックリス トが必要と考える。

IS0 9001は 2015年改訂では「経営のツール、チ

ェックリス ト」としての位置づけが強まった。QMS構

築は標準化と仕組み化を行うことにより、「自社の永

続」という事業継承のツールとして活用できると考

えられる。
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3.OMS技 術力向上の 自己書発

私は、品質管理学会 管理技術部会 W01の主査を

務めている。WGlの参加メンバーは企業の社員、商

工会議所の指導員、lS0 9001:2015の JIS化に携わ

った方、コンサル、審査員、中小企業の元社長、看

護師など、筆者を入れて 17名 である。

研究テーマは「品質マネジメントの改善・発展・

活用の道～中小企業の QMSモデルの研究～」で、月

に 1国会合がある。最近は WEB会合を実施してお互

いの知見を高めている。また、半期ごとに管理技術

部会 (4つのК)全体会議で研究成果の報告をして

いる。これらを通して私は技術のブラッシュアップ

を行っている。ここで培った技術と知見は、企業及

び組織の、QMS改善・発展・活用の支援に役立つもの

である。


